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このたびは､車載用電力アンプをお買い上げいただき､誠にありがとうございました｡
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後
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後

●NAS-600C ●NAS-300C

NAS-300CNAS-600C
定格出力600W（150W×4） 定格出力300W（150W×2）

工事は工事店に依頼する
工事には､技術と経験が必要です｡火災･感電､けが､器物損壊の原因となります｡必ず工事店にご相
談ください｡

異物を入れない
水や金属が内部に入ると､火災･感電の原因となります｡ただちに電源プラグをコンセントから抜
いて､販売店などにご連絡ください｡

分解／改造はしない
火災･感電の原因となります｡修理や点検は､販売店などにご依頼ください｡

異常が起きたときは､ただちに使用をやめる
煙が出ている､においや音がする､水や異物が入った､落として破損したなど､火災･感電の原
因となります｡ただちに電源プラグをコンセントから抜いて､販売店などにご連絡ください｡

通風孔をふさがない
通風孔をふさぐ､ものをのせたり通風を悪くすると内部に熱がこもり火災の原因となります｡

●ご使用の前に必ず､この取扱説明書の「安全上のご注意」と取扱方法に関する説明をよくお読みの上､正しくお使い

　ください｡

●お読みになったあとは､必ず保存してください｡

安全上のご注意 必ずお守りください

この表示を無視して､誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています｡

この取扱説明書および製品への表示では､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や財産

への損害を未然に防止するために､いろいろな絵表示をしています｡その表示と意味は次のようになっています｡

内容をよく理解してから本文をお読みください｡

安全に正しくお使いいただくために

△記号は注意(危険・警告)を

促す内容があることを告げる

ものです｡ 図の中に具体的な

注意内容が描かれています｡

絵表示の例

◯＼記号は禁止の行為であるこ

とを告げるものです｡ 図の中

に具体的な注意内容が描かれ

ています。

●記号は行為を強制したり指

示する内容を告げるものです｡

左図の場合は一般的な行為を

指示する表示です｡

車載用

取扱説明書

電力アンプ

警告
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水のかかるところへ設置しない
雨や水のかかるところへ設置すると､火災の原因となることがあります｡

放熱板には手を触れない
やけどの原因となります｡

振動の多い場所や､不安定な場所に設置しない
ゆるみやはずれで落下し､交通事故やけがの原因となることがあります｡

高温部に設置しない
エンジンルームや温風吹き出し口のそばに設置すると､ケーブルが溶けて､火災の原因となります｡

取付ねじはしっかり締める
落下して､交通事故やけがの原因となります｡

電源を入れる前には音量を最小にする
突然大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります｡

１年に一度くらいは内部の掃除を工事店などにご相談ください｡内部にほこりのたまったまま､
長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります｡特に､湿気の多くなる梅雨時の
前に行うと､より効果的です｡なお､掃除費用については工事店などにご相談ください｡

オ－ディオ機器､スピ－カーなどの機器を接続する場合は､各々の機器の取扱説明書をよく読み､
電源を切り､説明に従って接続してください｡

正しく配線する
取扱説明書の通りに配線しないと､事故や火災の原因となります｡

運転中に複雑な操作はしない
交通事故やけがの原因となります｡

決められたヒューズを使う
規定以外のヒューズを使うと､火災の原因となります｡

運転の視界や操作を妨げる場所に取り付けない
運転視界を妨げる場所やブレーキペダル付近などに取付､配線すると交通事故の原因となります｡

表示された電源電圧以外の電圧で使用しない
火災･感電の原因となります｡

パイプ､タンク､配線などを傷つけない
車体に穴をあけるときパイプ､タンク､配線などに傷を付けると交通事故や火災の原因となりま
す｡

この表示を無視して､誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています｡

この表示を無視して､誤った取扱いをすると､人が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています｡

警告

注意
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■使用する電源は
・本機の使用電源電圧はDC12Vです。使用車種の電源電圧に注意してください。DC24V車やAC電源では使用で
きません。

■バッテリーの容量は
・大出力放送設備になると消費電力も大きくなり、バッテリーの容量も大きなものが必要になります。容量
が不十分ですと出力不足や動作不安定、また自動車の走行不能などの原因になりますので、この取扱説明書

の接続例で記載されている容量以上のバッテリーを用意してください。

■ヒューズの交換は容量に注意して
・ヒューズの交換は、必す規定容量のものを使用してください。規定容量以上のものを使用すると故障の原
因になります。（電源ヒューズ30A　ミキサーアンプ電源保護ヒューズ1Aです。）本機のヒューズはブレード

タイプヒューズを使用しています。

■雑音が発生する場合は
・車載用として十分な雑音防止対策を施していますが、もし雑音が入る場合があれば、カーラジオの雑音防止
処理方法に準じてください。

■本機の近傍で携帯電話を使わない
・本機の近傍で携帯電話を使用しますと、雑音発生の原因になります。本機使用中に携帯電話を使用する場
合は充分にご注意ください。

■接続端子のねじの締付けは
・本機の取り付けや点検をおこなったときに、着脱した電源コードやスピ－カー出力コードは確実に各接続
端子に接続してください。大電流になりますので、接続端子のねじのゆるみなどは、特に注意してください。

■電源コードは
・電源コードは、赤が○＋、黒が○－です。逆に接続した場合は機器が破損しますので、正しく接続してください。

■スピ－カーの接続は
・スピーカーの接続は確実に接続してください。特にインピーダンスに注意してください。ミスマッチングや
誤接続は音質、音量とも不安定になり、故障の原因になります。

設置・使用上のご注意

設置業者様へ

お客様へ

●バッテリーに接続する電源コードは、被覆の損傷などで短絡や車体に接触する

と非常に危険です。電源コードの接続、配線には充分ご注意ください。

●バッテリーと機器の接続時には、バッテリーの近傍に保護装置（ヒューズ等）を
入れていただくと、より安全性の向上を計ることができます。

設置工事は、工事店に依頼する。

工事には､技術と経験が必要です｡火災･感電､けが､器物損壊の

原因となります｡必ず工事店にご相談ください｡

警告
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各部の名称と説明（前面）

前アンフ過大出力表示灯（赤）
この表示灯が点灯すると出力が過大であるこ

とを示します。瞬間的に点灯することは異常

ではありませんが、常時点灯する場合は過出

力、過負荷状態ですので、点灯しなくなるまで

音量を下げてください。

前アンプ適正出力表示灯（緑）
この表示灯が点灯しているときは適正な出力

状態を示します。出力がないときは消灯しま

すが異常ではありません。

前アンプ電源表示灯（赤）

◆ミキサーアンプNX-9400の前左、または前右

のスピ－カー選択スイッチを押すと点灯し

ます。

　（本機の前アンプモード切換スイッチに対応）

◆リモートミキサーNX-R302の前アンプ電源

スイッチを押すと点灯します。

◆カセット付ミキサーNX-500Cの電源を入れ

ますと点灯します。　　　　

後アンプ電源表示灯（赤）

◆ミキサーアンプNX-9400の後左、または後右

のスピ－カー選択スイッチを押すと点灯し

ます。

　（本機の後アンプモード切換スイッチに対応）

◆リモートミキサーNX-R302の後アンプ電源

スイッチを押すと点灯します。

◆カセット付ミキサーNX-500Cの電源を入れ

ますと点灯します。

後アンプ過大出力表示灯（赤）
この表示灯が点灯すると出力が過大である

ことを示します。瞬間的に点灯することは異

常ではありませんが、常時点灯する場合は過

出力、過負荷状態ですので、点灯しなくなる

まで音量を下げてください。

後アンプ適正出力表示灯（緑）
この表示灯が点灯しているときは適正な出

力状態を示します。出力がないときは消灯し

ますが異常ではありません。

CAR PA AMPLIFIER

適 正 過 大 電 源

適 正 過 大 電 源

前

後

CAR PA AMPLIFIER

適 正 過 大 電 源

適 正 過 大 電 源

前

後

右の外観図は NAS-600Cです。

上段と下段のアンプ部は同

じものです。

NAS-300Cの場合は下段の電

力アンプ部はありません。

決められたヒューズを使う。規定以外のヒュ

ーズを使うと､火災の原因となります｡

ヒューズパネル

ヒューズを取り換える場合は、2本の取付ねじをはずし、

パネルを取りはすしてください。

前アンプ電源ヒューズ
ブレードタイプヒューズを使用していま

す。取り換える場合は原因を確認してから

30Aのヒューズを使用してください。

ミキサーアンプ電源保護ヒューズ
ブレードタイプヒューズを使用しています。

接続コードがショートしたときなどに本機を

保護します。取り換えるときは原因を確認し

てから1Aのヒューズを使用してください。

後アンプ電源ヒューズ
ブレードタイプヒューズを使

用しています。取り換える場合

は、原因を確認してから30Aの

ヒューズを使用してください。

本機に接続しているミキサーの◆印の

項目をご覧ください ｡

警告
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各部の名称と説明（後面）

ミキサーアンプ接続コネクター
別売のミキサー接続コードLB－710でミキサーアン

プの電力アンプ接続コネクターに接続します。

前アンプ入力感度調節器
出荷時は0dBVに調節済です。NX-9400、NX-R302

、NX-500Cを接続の場合はそのままで適合しま

す。

後アンプ入力感度調節器
出荷時は0dBVに調節済です。NX-9400、NX-R302

、NX-500Cを接続の場合はそのままで適合しま

す。

前アンプモード切換スイッチ
◆ミキサーアンプNX-9400を使用の場合はNX-9400の前左／

前右のスピ－カー選択スイッチに対応します。

・NAS-600Cの場合、接続したスピ－カーがどこに設置されて

いるか確認の上、左／右どちらかに切り換えてください。

・NAS-300Cの場合、このスイッチ位置はスピ－カーの設置場

所とは関連がありません。このスイッチ位置に対応するNX-

9400のスピ－カー選択スイッチでスピ－カーを選択してく

ださい。（例.このスイッチが左位置のときは、NX-9400の前

左スピ－カー選択スイッチが対応します。）

後アンプモード切換スイッチ
◆ミキサーアンプNX-9400を使用の場合はNX-9400の後左／

後右のスピ－カー選択スイッチに対応します。

・NAS-600Cの場合、接続したスピ－カーがどこに設置されて

いるか確認の上、左／右どちらかに切り換えてください。

・NAS-300Cの場合、このスイッチ位置はスピ－カーの設置場

所とは関連がありません。このスイッチ位置に対応するNX-

9400のスピ－カー選択スイッチでスピ－カーを選択してく

ださい。（例.このスイッチが左位置のときは、NX-9400の後

左スピ－カー選択スイッチが対応します。）

◆リモートミキサーNX-R302

を使用の場合はこのスイッ

チに関係なく前／後のみス

ピ－カーの選択がおこなえ

ます。

◆カセット付ミキサーNX-500C

を使用の場合はスピ－カー

の選択がおこなえませんので、

このスイッチは対応しません。

後アンプスピ－カー接続コネクター
スピ－カー接続コードLS-310でスピ－カーと

接続します。

（スピ－カーの接続例参照）

電源コード接続端子
付属の電源コードを使用し、DC12Vバッテリー

の○－側に接続します。

前アンプ出力インピーダン
ス切換スイッチ
4Ω、8Ω、16Ωに切り換えられます

。6ページの「スピ－カーの接続例

」を参考にインピーダンスのミス

マッチングを起さないように切り

換えてください。

後アンプ出力インピーダンス切換
スイッチ
4Ω、8Ω、16Ωに切り換えられます。6ペー

ジの「スピ－カーの接続例」を参考にイ

ンピーダンスのミスマッチングを起さな

いように切り換えてください。

前アンプスピ－カー接続コネクター
スピ－カー接続コードLS-310でスピ－カーと

接続します。

（スピ－カーの接続例参照）

アース端子電源コード接続端子
付属の電源コードを使用し、DC12Vバッテリー

の○＋側に接続します。

右の外観図は NAS-600Cです。

上段と下段のアンプ部は同

じものです。

NAS-300Cの場合は下段の電

力アンプ部はありません。

後アンプモード切換

後ア ンプ出力インピーダンス切換

後ア ンプ出力

右 左

後アンプ
入力感度調節

前アンプ
入力感度調節

－ ＋ － ＋

前アンプモード切換

前ア ンプ出力インピーダンス切換

前ア ンプ出力アース

4Ω 8Ω 16Ω4Ω 8Ω 16Ω

右 左

－ ＋ － ＋

後アンプモード切換

後ア ンプ出力インピーダンス切換

後ア ンプ出力

右 左

後アンプ
入力感度調節

前アンプ
入力感度調節

－ ＋ － ＋

前アンプモード切換

前ア ンプ出力インピーダンス切換

前ア ンプ出力アース

4Ω 8Ω 16Ω4Ω 8Ω 16Ω

右 左

－ ＋ － ＋

ミキサーアンプ／電力アンプ

1 2 V バッテリー

－ ＋

MADE IN JAPAN

日本電音株式会社

定格出力

電　　源

3 00W

D C 1 2 V 5 0 A

ミキサーアンプ／電力アンプ

1 2 V バッテリー

－ ＋

MADE IN JAPAN

日本電音株式会社

定格出力

電　　源

3 00W

D C 1 2 V 5 0 A

本機に接続しているミキサーの◆印の

項目をご覧ください ｡
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出力インピーダンス切換

アンプ出力

4Ω 8Ω 16Ω

4Ω 8Ω 16Ω

8Ωに切換

16Ωスピ－カー

16Ωスピ－カー

L形金具(付属)

LS-310(別売)

LS-310(別売)

LS-310(別売)

LS-310(別売)

LS-310(別売)

出力インピーダンス切換

アンプ出力

4Ω 8Ω 16Ω

4Ω 8Ω 16Ω

4Ωに切換

8Ωスピ－カー

8Ωスピ－カー

出力インピーダンス切換

アンプ出力

4Ω 8Ω 16Ω

4Ω 8Ω 16Ω

16Ωに切換

どちらのコネクターに接続しても使用できます。

16Ωスピ－カー

スピ－カーの接続例

□16Ωスピ－カー 2本

□16Ωスピ－カー 1本

□8Ωスピ－カー 2本

取付方法

取付ボルト（M8×45 ）（付属）

付属の取付ボルトで車体に固定する

付属のＬ形金具を
両側面に取り付ける

取付セムスボルト
（M6×15 ）（付属）

ワッシャー(付属)
Sワッシャー(付属)

ナット(付属)

車体
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NAS-600Cの接続例

NAS-300Cの接続例

マイク1 電力アンプ

－ 46 dB V

60 0Ω

マイク 2

－ 46 dB V

60 0Ω

ライン

－ 22 dB V

10 kΩ

後アンプモード切換

後アンプ出力インピーダンス切換

後アンプ出力

右 左

後アンプ
入力感度調節

前アンプ
入力感度調節

－ ＋ － ＋

前アンプモード切換

前アンプ出力インピーダンス切換

前アンプ出力
アース

4Ω 8Ω 16Ω4Ω 8Ω 16Ω

右 左

－ ＋ － ＋

ミキサーアンプ／電力アンプ

12V バッテリ

－ ＋

MADE IN JAPAN
日本電音株式会社

定格出力
電　　源

300W
DC12V 50A

バッテリー
12V 150Ah

バッテリー
12V 150Ah

ミキサー接続コード LB-710

後方スピ－カー（16Ω） 前方スピ－カー（16Ω）

スピ－カー接続コードLS-310 スピ－カー接続コードLS-310

●インピーダンス切換スイッチはすべて16Ωにする

200W 200W

リモートミキサー NX-R302

後アンプモード切換

後アンプ出力インピーダンス切換

後アンプ出力

右 左

後アンプ
入力感度調節

前アンプ
入力感度調節

－ ＋ － ＋

前アンプモード切換

前アンプ出力インピーダンス切換

前アンプ出力
アース

4Ω 8Ω 16Ω4Ω 8Ω 16Ω

右 左

－ ＋ － ＋

後アンプモード切換

後アンプ出力インピーダンス切換

後アンプ出力

右 左

後アンプ
入力感度調節

前アンプ
入力感度調節

－ ＋ － ＋

前アンプモード切換

前アンプ出力インピーダンス切換

前アンプ出力
アース

4Ω 8Ω 16Ω4Ω 8Ω 16Ω

右 左

－ ＋ － ＋

ミキサーアンプ／電力アンプ

12V バッテリ

－ ＋

MADE IN JAPAN
日本電音株式会社

定格出力
電　　源

300W
DC12V 50A

ミキサーアンプ／電力アンプ

12V バッテリ

－ ＋

MADE IN JAPAN
日本電音株式会社

定格出力
電　　源

300W
DC12V 50A

ラ イン 2 2 d B V 1 0 k Ω

7 5Ω 7 5 Ω

アン テ ナ A

電力ア ン プ

アンテ ナ B

ワイヤレスチューナ

品　　番

定格出力

電　　源

NX -94 00

0d BV 60 0Ω

DC 12 / 24 V 510 mA

MADE IN JAPAN

日本電音株式会社

バッテリー（12V 150Ah）×4

バッテリー（12V 150Ah）×2

ミキサー接続コード LB-710

増設用コード
(付属)

スピ－カー接続コード LS-310スピ－カー接続コード LS-310
後方右スピ－カー（16Ω）

後方左スピ－カー（16Ω）

前方右スピ－カー（16Ω）

前方左スピ－カー（16Ω）

スピ－カー接続コード LS-310スピ－カー接続コード LS-310

●インピーダンス切換スイッチはすべて16Ωにする

200W 200W

200W 200W

ミキサーアンプ NX-9400

前アンプモード切換

右 左

前アンプモード切換

右 左

後アンプモード切換

右 左

後アンプモード切換

右 左

バッテリー
12V 150Ah

バッテリー
12V 150Ah

バッテリー
12V 150Ah

バッテリー
12V 150Ah



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RKTNAS300C-H0-3 

８ 

定格

外観寸法図

品 番

使 用 電 源

消 費 電 流

出 力

出力負荷インピーダンス

ひ ず み 率

周 波 数 特 性

入力感度及びインピーダンス

信 号 対 雑 音 比

動 作 表 示

使 用 温 度 範 囲

寸 法

質 量

付 属 品

DC10V～16V（標準14V）　12Vバッテリー マイナスアース専用

4Ω、8Ω、16Ω （スイッチ切換式）

5 ％以下

200Hz～10kHz　偏差±3dB　（1kHz基準）

－2dBV（出荷時0dBVに調節済）10kΩ　不平衡

60dB

電源：発光ダイオード　赤

出力：定格内　発光ダイオード　緑

　　　過出力　発光ダイオード　赤

－10℃～＋55℃

幅430mm　高さ249mm　奥行346mm（突起物は除く）

取扱説明書（保証書付）1、ヒューズ（30A）1、ヒューズ（1A）1、Ｌ形取付金具 2、

ボルト（M8×45）6、セムスボルト（M6×15）8、ナット（M8）6、Sワッシャー（M8用）6、平ワッシャー（M8用）6

NAS-600C NAS-300C

52A

定格300W（150W×2）最大450W（225W×2）

104A (52A×2)

定格600W（150W×4）、最大 900W( 225W×4)

約 23kg 約 15kg

電源コード1組電源コード2組、

増設用プラグ付コード1（本体に接続済）

（単位：mm）

●NAS-600C ●NAS-300C

CAR PA AMPLIFIER

適 正 過 大 電 源

適 正 過 大 電 源

前

後

CAR PA AMPLIFIER

適 正 過 大 電 源

適 正 過 大 電 源

前

後

CAR PA AMPLIFIER

適 正 過 大 電 源

適 正 過 大 電 源

前

後

346

24
9

24
9

346430

528

430

528

発売元

製造元


